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モデルである conditioned fear stress 試験は、事前にラットを装置内に入れて電気ショック
を与え、その環境が危険であることを覚えさせ、翌日に電気ショックを与えずにラット
を装置内に入れて、恐怖によって不動化する freezing と呼ばれる行動を評価した。この
試験で、AP521 およびセロトニンの再取り込阻害薬であるシタロプラムは freezing を抑




















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、外界の感覚刺激の情報伝達に関して、末梢および中枢での調節機構を調べ
たものである。末梢では、味刺激の受容に関する情報調節機構についてウシガエルの味
受容機構に関し調べ、中枢ではストレス刺激に対する脳のセロトニン神経の興奮性およ
びそれを制御する 5-HT1A 受容体の作用を調べている。これらの研究で得られた結果よ
り、感覚受容された情報を脳に伝達する機構および脳に入力された情報に応じて起きる
神経系の活動に対する特定の受容体を介した制御について総合的に考察している。 
公聴会には多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも論文提出者の説
明によって質問者の理解が得られた。  
上記の論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結
果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
